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糖尿病歴 40 年 

概ね 40 歳頃に糖尿病を発症しました。代表的な生活習慣病としての糖尿病を患うこと

そのものはやむを得ぬことですが、反面良い生活習慣が身につくきっかけにもなりました。

一病息災といいます。定期的に検査・診察・治療を受け、日々の血糖値の測定を欠かさず、

身体の状況を常に把握しつつ、禁煙、適度な飲酒、カロリー・糖質・塩分などの適正摂取

に努めています。昼・夕食後、30 分弱の散歩を続けています。また、糖尿病に関係するも

のをはじめ、各種の団体のメンバーとして、さまざまな活動に参画しています。 

 

生活習慣病の特質 

生活習慣病は、治療のために患者の側の様々な継続的な努力が不可欠です。ここに生活

習慣病の大きな特徴があります。糖尿病の場合、重大な合併症を発症するまでは、痛くも

痒くもありません。また、通院、服薬、インスリン注射を続けても、なかなか効果が上が

らないこともあります。このために油断を誘い、好ましくない生活習慣が戻ってしまうこ

ともあります。ときに服薬・通院を中断したりして、気が付いた時には重度の合併症に陥

り、失明・心筋梗塞・腎機能の悪化による人工透析を余儀なくされる事態となることもあ

ります。「糖尿病が牙をむく」とでも言いますか、生活習慣病の本当の怖さがここにありま

す。 

そこで、患者自らがこの疾病の怖さを自覚し、日々の生活の中で何をどのように対処し

たらいいのかを正しく知ることが求められます。このような努力は、独りではなかなか続

かないものですが、患者同士で仲間作りをして情報交換、勉強会の機会を通じて、ときに

励ましあい、ともに病気と闘うことが功を奏します。より良い生活習慣を実践し、血糖値

などのコントロールを続けていけば、糖尿病であっても、健康的な生活を送り天寿を全う

することもできます。これも糖尿病の大きな特質といえます。 

 

すべての患者のための糖尿病協会 

そのために、皆さんに知ってもらいたいのが患者団体、「糖尿病協会」の存在です。千葉

県には、約 40 の病院・医院に糖尿病の患者会（友の会）があり、それらを分会とする千

葉県糖尿病協会があります。全国組織として、47 の都道府県の協会を支部とする「公益

社団法人日本糖尿病協会」があります。患者や関係者にとって有益な情報が満載の月刊誌

『さかえ』を発行しており、患者会に入会すると毎月入手でき、貴重な情報を得ることが

できます。 

 

患者会、糖尿病協会の活動—糖尿病治療をアクティブなものに 

これらの会の活動は多様性に富み、親しみやすいものとなっています。各患者会による、

医療スタッフを講師とする勉強会、管理栄養士の解説付きの食事会、月刊誌『さかえ』を

読む会、運動を兼ねての公園・史跡・美術館や博物館などの散策、バーベキュー大会やバ

ス旅行など多彩な企画を楽しんでいます。 



 

千葉県糖尿病協会としては、毎年 11 月に「市民のための糖尿病教室」を開催してきま

した。2018 年度は、千葉市文化センターアートホールで、合併症の一つの腎臓病になら

ないための専門医などによる講演や、医療・行政関係者のほか患者も交えた座談会、血糖

値・骨密度等の測定、各種医療相談コーナー、医療関係企業のブースも設けられ、大勢の

方々でにぎわいました。また、年 3 回の会報『ぼうそう』の発行、10 月には青葉の森公

園での「歩いて学ぶウォークラリー」や、11 月 14 日の世界糖尿病デーには千葉ポート

タワーほか千葉県各所におけるブルーライトアップ事業などを実施しています。 

 

これら多くのイベントの際は普段、診察時の限られた時間でしか接触できない医師や看

護師等の医療スタッフとも親しく話ができます。 

千葉県糖尿病協会のこれらの行事の多くが、新型コロナ感染症の流行で開催されなくな

っていましたが、今後は徐々に再開されてゆくと思われます。 

 

ぜひとも多くの皆様に、これらの患者団体に参加し、糖尿病治療をアクティブな、楽し

い体験を共有してもらう機会として、まだ患者会のない医療機関におきましては、有効な

治療環境の一環として、その設置を検討願えれば幸いです。 

（書籍『小象の 元気！で行こう』第６０話より） 


